
(別紙様式３）

【校内研究】
・「校内研究は学校教育目標
や育成を目指す幼児児童生
徒像の達成と連動している」
の回答が３以上（４段階）

○周囲の人や物への関心を高めたり、他者への思いを伝え
たりするなど、自立活動の授業改善と検証

ＰＬ
研究主任
ＳＬ
学部主事
ICT活用推進員 3

・教職員アンケート「人や物とのかかわりを大切にした自立活動等の授業実践が進め
られている。」の項目評価３．５
・10月に実施した特定授業（中学部）、公開授業（小・高等部）に向けて、自立活動の流
れ図から児童、生徒の共通課題を見直した。
・見直した課題の解決に向けて、集団で授業を行うことや授業の場面設定、教材の工
夫等の検討を行った。授業では、普段の姿とは違う様子を引き出すことができるなどの
成果があった。

・事後の反省の中で、教科の見方、考え方につながる自立活動の指導内容
についての課題が挙げられた。今回の流れ図から見える個々の課題に加
え、教科の指導をその前段階として自立活動の中に取り入れることについ
て、研修を通じて、考え方や取組について共通理解を図り、提案授業等で
検証していく。
・個々の障がいによる学習上の又は生活上の困難を改善・克服するための
自立活動と、各教科等を替えて行う自立活動での指導内容の考え方の整
理を行っていく。

○「生活」「社会」の授業実践と検証
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・教職員アンケート「児童生徒の実態や課題に応じて目標や指導内容、指導時数など
を検討するなど教育課程の改善に向けた取組が進められている。」の項目評価３．４
・1学期に教科として取り組んだ「生活」「社会」指導内容や評価について学部ごとに検
討を行った結果、高等部全課程で「社会」、小・中学部では「各教科等を合わせた指導
の中で教科内容を実施することを学部会（随時）、カリマネ委員会（４回）、教育課程検
討委員会（３回）で検討・決定し、教育課程案に反映した。

・次年度の教育課程で中学部「各教科等を合わせた指導」、中学部、高等
部「保健体育」、「美術」など新たに設定した各教科等について、実践を通し
て成果や課題について検証し教育課程改善へとつなげる。

○「自立活動」の教科化の検討
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・自立活動として実施している内容について教科として目標設定ができるものはないか
検討した。（学部研修３回実施）
・その結果、中学部、高等部Ⅳ課程で次年度教育課程案に保健体育・美術を設定し
た。

・今年度の研究をもとに自立活動が中心となっているⅣ課程でのさらなる教
科の実施や教科の見方・考え方を取り入れた自立活動の授業について、検
討したい。
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・保護者アンケート「別府発達医療センター等、関係機関と適切な連携が行われてい
る。」の項目評価３．６
・教職員アンケート「別府発達医療センター等、関係機関と適切な連携が行われてい
る。」の項目評価３．７
・夏季休業中に別府発達医療センターのOTによる講演を実施し、本校児童生徒に参
考となる発達や認知機能についての取組の紹介があり、非常に参考になった。
・９～１２月に小中高で学部3名ずつを対象に、それぞれの課題に応じた別府発達医療
センターの療法士の指導助言を受けた。日常に関わることも多く、すぐに取り入れて
日々の指導に役立てている。

・関係機関の専門家による指導助言は、非常に有難く我々にとってもとても
参考になる機会である。必要に応じて助言を求めやすい環境を継続して行
きたい。
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・保護者アンケート「児童生徒の健康や安全の維持に関する取組が適切に行われてい
る。」の項目評価３．７
・教職員アンケート「児童生徒の健康や安全の維持に関する取組が適切に行われてい
る。」の項目評価３．６
・１１月に隣接する別府発達医療センターとの合同避難訓練を実施。２月の第２回防災
対策委員会を通じて合同避難訓練の反省点を共有した。
・てんかん発作等の緊急対応について、各学部４回ずつ、学校全体で年間１２回の緊
急時対応訓練を実施し、緊急時の初期対応について確認することができた。
・児童生徒一人当たり年間２回の別府発達医療センター関係者とケース会議に参加。
センターとの連携を進めることができた。

・今後も別府発達医療センターとの合同避難訓練や緊急時対応訓練を継
続して実施していく。
・別府発達医療センター関係者とケース会議についても児童生徒の情報の
共有と継続して行う。また、貴重な機会を有効に活用するため、ケース会議
実施日（木曜日）には、担当職員が参加できるよう学校行事を入れないよう
にする。

○児童生徒本人・保護者の思いを取り入れた授業の構築
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・保護者アンケート「学校の教育活動に関する情報が適切に提供され、学校（学部・担
任等）と保護者の連携が図られている。」の項目評価３．６
・教職員アンケート「学校の教育活動に関する情報が適切に提供され、学校（学部・担
任等）と保護者の連携が図られている。」の項目評価３．４
・５月・７月・夏季休業中・１２月・２月の５回の保護者懇談の機会を設け、学級懇談の
参加率は８割程度であった。児童、生徒の日頃の様子を伝えるとともに、児童、生徒の
求める姿（教育的ニーズ）についての確認を行い、教育支援計画、個別の指導計画に
反映して、日々の実践を行った。

・保護者との連絡や情報の収集が十分でない児童生徒については、施設
職員や看護師等から日常の様子やニーズを確認し、支援計画や指導計画
に反映していくようにしたい。
・夏季休業中の家庭訪問については実施方法を変更し、家庭の希望に合
わせて７月・９月の保護者懇談や夏季休業中の保護者懇談も可としたが、
保護者の教育的ニーズの聞き取りはこれまで通り、十分に行って行く。

○ホームページ・通信等による情報発信・保護者との情報共
有

○ホームページやその他通信手段を利用し、学校教育活動
や進路・支援等に関する情報を提供するとともに、保護者と
の情報共有の充実を図る。
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・年間をとおして、月４回程度のホームページ更新した。学校ホームページで巡回相談
やスクールカウンセラーを紹介することができた。
・３回の学校だよりが発行でき、保護者への情報発信・情報共有ができた。
・進路だよりを３回発行。昨年よりも発行回数を増やすことができた。
・電子メール等を活用した保護者への情報提供について検討したが、保護者間に差が
あり、今年度は実施に至らなかった。

・ホームページ、通信などを利用し、引き続き、情報発信・情報共有を行うと
ともに、内容のさらなる充実を図る。またホームページ作成については、次
年度も作成方法について全職員で共有する場を設けて、スピーディに更新
できるようにする。
・タイムリーな情報発信ができるように、保護者への情報発信の仕方につい
て次年度も継続して検討していく。
・保護者との連絡手段については様々な意見があるが、拡充に向けて検討
していく。

【残業時間の削減】
・ストレスチェック の心理的な
仕事の負担（量） の項目が３
以下

○校内運営体制の再構築
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・ストレスチェック 「心理的な仕事の負担（量）」の項目評価が前期２．８　後期２．７
・衛生委員会で各部署の職員の勤務状況や労働環境について把握をした。(13回実施)
・ストレスチェックの課題から「ストレスをためないための３つのポイント」のポスターを職
員室に貼り、啓発を図った。
・業務上の困りがあったときには適宜集まり、業務分担を学部や部署を越えて協力を
行った（適宜実施）。また、次年度に向けた業務改善について組織改善検討委員会に
て検討を行った。

・ストレスチェックの結果から「仕事のコントロール」、「同僚へのサポート」の
項目に課題が見受けられた。衛生委員会や組織改善委員会をとおして業
務削減について検討をしていくとともに職員間のつながりを意識できる機会
を増やしていく。

【３校連携】
・共同実施あるいは分担の検
討や業務内容を精選　［１事
例以上］

○別府支援学校３校の学校行事や研修会、各分掌の業務
内容を照らし合わせて、共同実施又は業務分担の検討を
行い、業務改善を行う。 4

・３校教務主任会議を４回実施、また、「会議・打合スペース」を活用し、随時、行事・会
議日程の調整、教務の業務について意見交換し、情報共有を行った。
・運営委員会、職員会議について、議題の量に応じて開催を取りやめた。(２回)

・引き続き、「会議・打合スペース」を活用し、行事や会議の変更追加等につ
いてスピーディーな情報共有に努める。

・現在オンライン等の発達に伴い、物理的な移動
をなくして、他の業務に時間をつけるようにしてい
かないと、働き方改革にはつながらないのではな
いか。

・保護者アンケートでわからないと答えた保護者が
多かったことについては、児童生徒に向き合う時
間の確保の部分が見えづらかったのではないか。
こんな風に子どもたちに向き合う時間にあててい
るといった具体的な内容がわかりづらかったので
はないか。

○肢体不自由教育の充実に向けた専門性の向上
　・教員が共通理解を深め、学校組織として指導内容等の整理及び系統性の確立を図りつつ、教科化について協議・検証を進めていく。
　・ＩＣＴ機器をはじめ各種教材教具の活用スキルを一層高めるとともに、児童生徒への支援の充実につなげる取組を実践していく。
○関係機関と連携した安全・安心な学校づくり
　・別府発達医療センターとの連携に係るさまざまな取組について、改めて検証・改善を図り、連携体制を一層密にしていく。
　・児童生徒・保護者に対して、より質の高い情報の提供を行っていく。
○幼児児童生徒と向き合う時間確保のために３校で連携した働き方改革の推進
　・３校連携による研修等の取組について、連携の効果等を検証し、さらなる精選・改善を進めていく。
　・職員数の減少時における円滑な学校運営に対応できる体制づくりを検討する。

前年度評価結果の概要

総合評価
次年度への展望等

○人や物とのかかわりを大切にした肢体不自由教育の充実
　・幼児児童生徒の学びに向けた指導内容等の整理及び系統性の確立。
○関係機関と連携した安全・安心な学校づくり
　・別府発達医療センターとの連携に係るさまざまな取組について、改めて検証・改善を図り、連携体制を一層密にしていく。
　・児童生徒・保護者に対して、より質の高い情報の提供を行っていく。
○幼児児童生徒と向き合う時間確保のために３校で連携した働き方改革の推進
　・幼児児童生徒と向き合う時間のための会議、行事などの具体的な業務の削減
　・業務の協力体制の構築

人や物とのかかわりを大切に
した肢体不自由教育の充実
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ＰＬ副校長
衛生推進者
ＳＬ
教務主任
研究主任
学部主事

○医療・福祉関係者、保護者等とのネットワークの強化

・定期的な打ち合わせや「会議・打合スペース」を活用し
た情報共有　［適宜］
・各種研修会の合同実施及び検証　［年間３回］

【授業改善】
・別府発達医療センターのPT・OT・STからのアドバイスを
活用した授業改善　［各学部１事例以上］

【防災】
・別府発達医療センターとの合同避難訓練、緊急時対応
訓練等の実施及び検証　［年間２回以上］
【ケース会議】
・ケース会議等の実施及び参加　［年間２回］

【保護者連携】
・保護者懇談で個別の教育支援計画をもとに児童生徒本
人や保護者の教育的ニーズを確認　［７月まで］
・児童生徒本人や保護者の教育的ニーズを取り入れた
個別の指導計画（後期）の作成　［８月まで］
・個別の指導計画への反映と授業実践　［１２月まで］
・学年末懇談で授業実施後の評価を保護者と確認。次年
度の個別の指導計画（前期）の作成　［２月］

【学校理解】
・ホームページの定期的な更新　［月平均２回以上］
・学校だより、学部通信の発行　［各年間３回以上］
・進路だより、保健だよりの発行　［各年間２回以上］
・電子メール等を活用した保護者への情報提供体制の構
築［８月まで］

・衛生委員会でタイムカードによる長時間勤務の状況の
把握と改善策の検討　［年２回］
・業務上の困りについて学部主事会で共有と改善策の検
討　［月１回］

【校内研究】
・児童生徒の目指す姿に向けた自立活動の指導内容や
評価について提案授業を行い、成果や課題について検
証を実施　［各学部１事例］

令和６年度学校評価（年間評価）

次年度の改善策 学校関係者評価

学校名　　大分県立別府支援学校　鶴見校

分析・考察
重点的取組 ＰＬ

ＳＬ

自己評価結果

評価
重点目標

○人や物とのかかわりを大切にした肢体不自由教育の充実
○関係機関と連携した安全・安心な学校づくり
○幼児児童生徒と向き合う時間確保のために３校で連携した働き方改革の推進

取組指標

重点目標中期目標

○幼児児童生徒一人一人の主体的な学びを保障するために、医療・福祉・教育等関係機関と連
携を深める。
○火山噴火、地震、火災等の自然災害時及び幼児児童生徒の緊急時に対し、生命を守るための
安全教育を充実させる。

・教員が授業中も児童生徒に寄り添って、本人の
反応を待つなど、非常に素晴らしいところが見られ
た。

・授業中も児童生徒一人ひとりの体調に配慮をし
ており、成長を促すような支援体制が感じられた。

・日頃より子どもが今持っている能力を少しでも引
き出すよう努力していただき感謝している。

・学校で教えられることは限られるかもしれない
が、家族が望む本人の自立（読み書き、軽作業、
食事、買い物、金銭管理等）に向けて、少しずつで
も良いのでいろいろなことを学べるようにしてほし
い。

・転入転学が多いとのことだが、安心して集中リハ
を受けられる状況があるということではないか。

・将来的に通学生の受け入れを意識した関係機関
との連携につなげたい。

・校舎の老朽化に伴い、十分に把握できないリス
クがある。

・学校からの連絡手段を増やしてほしい。

学校教育目標

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育実践をとおし、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服
するとともに、豊かな人間性を育み自立と社会参加できる幼児児童生徒を育成する。

【保護者連携】【学校理解】
教職員アンケート・保護者アン
ケートで「学校教育活動に関
する情報が適切に提供され、
学校と保護者の連携が図られ
ている。」の回答が３以上（４
段階）

関係機関と連携した安全・安
心な学校づくり

【教育課程の改善】
・教職員アンケートで「学校教
育目標を達成する観点から、
指導内容の選択・組織、授業
時数の配当及び指導の形態
の選択について検討し、教育
課程を編成している」の回答
が３以上（４段階）

達成(成果)指標

【関係機関との連携】
・教職員アンケートで「外部専
門家による助言をうけ、幼児
児童生徒の個別の指導計画
を改善する等、教育内容・教
育活動の充実に生かしてい
る。」の回答が３以上（４段階）
・保護者アンケートで「別府発
達医療センターとの適切な連
携が行われている」の回答が
３以上（４段階）

【学校安全】
教職員アンケート・保護者アン
ケートで「児童生徒の健康や
安全の維持に関する取り組み
が適切に行われている」の回
答が３以上（４段階）

幼児児童生徒と向き合う時間
確保のために３校で連携した
働き方改革の推進

ＰＬ
教務主任
研究主任
ＳＬ
学部主事

ＰＬ
研究主任
進路指導・支援主
任
ＳＬ
教務主任
学部主事
特別活動・生徒指
導主任
保健主任
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【教育課程の改善】
・教科化した「生活」「社会」について、学部会等で検証
（成果と課題、改善方法等の検討）　［年間３回］

・「自立活動（一部の内容）」等の教科化を検討するため
の研修や会議を実施　［年間３回］


